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資料 

 

【資料】 構成メンバー 

［所長］ 《任期》 

戸谷陽子（基幹研究院人文科学系・文教育学部教授） 2021（R3）年 4 月1 日～2023（R5）年 3 月31 日 

［専任教員］  

申琪榮（ジェンダー研究所教授） 2015（H27）年4 月 1 日～ 

大橋史恵（ジェンダー研究所准教授） 2018（H30）年9 月 1 日～ 

［学内研究員］  

棚橋訓（基幹研究院人間科学系・文教育学部教授） 2021（R3）年 4 月1 日～2023（R5）年 3 月31 日 

小玉亮子（基幹研究院人間科学系・文教育学部教授） 2021（R3）年 4 月1 日～2023（R5）年 3 月31 日 

斎藤悦子（基幹研究院人間科学系・生活科学部教授） 2021（R3）年 4 月1 日～2023（R5）年 3 月31 日 

石丸径一郎（基幹研究院人間科学系・生活科学部准教授） 2021（R3）年 4 月1 日～2023（R5）年 3 月31 日 

［特任講師］  

仙波由加里 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

平野恵子 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

［特任リサーチフェロー／リサーチ・アドミニストレーター］ 

吉原公美 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

［アカデミック・アシスタント］  

稲垣明子 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

梅田由紀子 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

関根里奈子 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

滝美香 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

和田容子 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

［客員研究員］  

足立眞理子（お茶の水女子大学名誉教授） 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

［研究協力員］  

板井広明（専修大学経済学部准教授） 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 

佐野潤子（慶應義塾大学ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ｼﾞｪﾛﾝﾄﾛｼﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ特任講師） 2021（R3）年 4 月1 日～2022（R4）年 3 月31 日 
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年  

ジェンダー研究所  

 
所長 戸谷 陽子 
 

基幹研究院人文科学系・教授 

文教育学部 文 学科 文 ー  

文 学専 ・ 文 学 ー  

文 学専 文  

 

専  ー ン 研究 文  

所 学  

日 文学 （ ） 

日 文学 （ 部 ・ ） 

日 学 （ ） 

日 学  

立 人大学 ・学 授 （学 専 ） 

 

 

 

《 》 

の ―― の の 2021 年 文学研

究 58 （日文 ）pp.84-90. 
 

《 》 

・ 科学研究 基 研究 C（ 20K00385） ・ 間 お 日 人 ーの系

2020 年 ～2023 年 研究  

・ 科学研究 基 研究 C（ 16K02483） の理 お ジ ン の 立

人 ・ ・ 2016 年 ～2021 年 研究  
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資料 

 

専任教員 教  申 琪榮 
 

ジェンダー学 研究専  ジェンダー  

ジェンダー 科学専  ・ジェンダー ー （ ー ） 

生活科学部生活 科学講  

専 ジェンダー 学（ ジ ） ェ 理 女   
 

 

 

 

所 学  International Political Science Association, American Political Science Association 
 European Conference on Gender and Politics, International Association for Feminist Economics 
 日 学 日 学 日 学 日 ェ 経済学  
 女 ・ ・人 学  
 大学日 研究所 日 大学 科学研究所 科学研究  
 大学女 学研究所 女 学研究  
 日 女 学 ン ジ （JAWS 学 ）日 ー ー ー 
 大学人文 科学研究所 研究  
 ジェンダー研究  
 一 人 ・ ー   
 女 研究院 Visiting Scholar (2022 年 9 月) 
  

 

《 》 

Shin, Ki-young. 2021. “Beyond #WithYou: The New Generation of Feminists and the #MeToo Movement in South 

Korea.” Politics & Gender 17(3): 507-513 September. 

申琪榮 2021. ・ ン の理 4 の ー 学

13 （ 38 ）: 19-34.  

申琪榮 2021. #MeToo ェ の 大 の #MeToo の 学 . 大

月 :193-205. 

申琪榮 2021. お のジェンダー 女 資 の . 波

.946 (July): 182-188. 

申琪榮 2021. 野のジェンダー の の MOVING . 
立 女 ン ー. 95 :2-3. 

申琪榮 2021. ン ー 女 の

の . 教育研究所.52(8): 18-25.  

申琪榮 2022. ン ー ジェンダーの 女 の . 一 人

ー . 2022-1 445:121-128.  

 

《 》 

#MeToo の 学 . 2021. 大月 . 修 
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年  

ジェンダー研究所  

 
《 》 

Shin, Ki-young. 2021. “The Return of Old Boys’ Politics in South Korea?” Academic Blog Counting Counts 

https://countingcountsblog.wordpress.com/2022/03/28/the-return-of-old-boys-politics-in-south-korea/ 

申琪榮 2021. 女 の 女 の の 日 女 の理由

President Online https://president.jp/articles/-/51268 

 

《学 》 

申琪榮 2022. の 日 学  公 ン ジ 女 の 3

月 13 日（ ン ン） 

 

《 講 》 ン ン  

2021 女 研究院専 ー ジェンダー 日 の 2021 年 9 月

14 日 

2021 女 研究院 ー Building Back Better and Women’s Political Empowerment in Asia 

1 基 講 2021 年 9 月 30 日 

2021 女 研究院 研究 ジェ の ェ

2021 年 12 月 

2022 ン 学 ン ン講 Presidential Election of South Korea 3 月 31 日 

 

《 学講 》 ン ン  

2021 名 大学大学院 学研究科 学研究  講義 9 月 27 日 30 日 

2021 大学 ェ ・ ー 教 のジェンダー 講師 11 月 29 日 

2021 大学  講義 12 月 2 日 

2021 田塾大学 ジェンダー  講義 12 月 15 日 

2021 一橋大学 ー ーダー  “Women in Politics in Japan”  講義 10 月 25 日 

 

《 》 

・ 科学研究 基 研究 C（ 19K12604） ジェンダー ー の 学 2019～

2022 年 研究  

・ 科学研究 基 研究 B（ 18H00817） 女 の の ・ の ・ ン

2018～2022 年 （研究 ・ 大学） 研究  
 

《 シン 》 

・ ジェンダー 基 美 史研究の 2021 年 12 月 18 日 

・ #MeToo の 学 #MeToo ェ の 2022 年 1 月 21 日 
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資料 

 

専任教員 教  大橋 史恵 
 

ジェンダー学 研究専  ジェンダー  

ジェンダー 科学専  ・ジェンダー ー  

文教育学部 ー 文 学  

専  ジェンダー研究 学 研究 
 
 
 

所 学  International Association for Feminist Economics 
日 学  
関 学  
日 ェ 経済学 （幹 経済 ジェンダー ） 
ジェンダー史学  

学  
女 史研究  

経済理 学 野 ジェンダー 科  
 

《 ・ 》 

2021 “Rearrangement of Gender Order in Post-Mao China: Changing Networks of Women’s Federations,” in 

Kohama, Masako and Linda Grove (eds.) Gender History in China, Kyoto University Press & Trans Pacific 

Press. 2021. 

 

 

2021 小 子 一人 子 ジ 経済  62  4 pp. 113-116 2021 年  

 

学  

2021 系 战 香 经济 动 史研究 史研究

文 研究 関 ・文 ー ・华东师 大学 义历史 文 研究

院, 2021 年 12 月 4 日（ ン ン ）  

 

《 》 

・ 科学研究 基 研究 B（ 20H01468） ジ お IT-BPO の の 立 ジェンダ

ー 2020～2022 年 （研究 ・ 稲田大学） 研究  

・ 科学研究 基 研究 B（ 19H01578） 生 の お 日 の ・

の 史 系 2019 年 ～2021 年 （研究 文・恵 女学 大学） 研究  

・ 科学研究 基 研究 C（ 19K12603） 香 お 女 の 生 ー

・ のジェンダー 2019 年 ～2021 年 研究  

・ 科学研究 研究加 基 （ 研究 B） （ 21KK0033） 人 公 の

お 生活 の ジェンダー 2021～2024 年 研究  
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年  

ジェンダー研究所  

 
特任講師 仙波 由加里 

専 生 理学 生 ジェンダー 生 関 理  

所 学  

日 学 学・ 理学 （ ・広 ） 
日 生 理学 （ ） 
日 生 学  
European Society of Human Reproduction and Embryology (ESHRE) 
Society for Social Studies of Science (4S) 

 
 

・ 研究 ジェ 生 ジェンダー （18 ） の 子 ーの 名 生 の の

立 の 関 研究 （18 ） 
・ NTNU 研究 ジェ  NJ_BREGED ジェ ジェ ン ー（91～94 ） 
・ IGS ー（生 ） 子 ン 関 ・ ー ー ー・ （41 ） 生理の

・ ー ー ー・ （45 ） の ・ ー ー ー・

（49 ） の ・ ー ー ー・ （56 ） 
・ お茶の水女子大学 ー 女 ーダー育 研究 ン ジ ー 女 ーダー

ジ の お ジェ INTPART ジェ （38 ） 
・ IGS ー（生 ）4 の （ 日 ・ ）の （IPS ー ）の （110 ） 
・ IGS 研究 研究 ・ ー ー ー・ （66 ） （日 ・ ）の  
・ ジェンダー研究 特 の研究 ー 文お （106～109 ） 
・ の  
・ IGS の HP の ン （ ）の  

 

《 ・ 》 
2022. 1（ ）Guro Korsnes Kristensen and Yukari Semba, “Chapter 11: A matter of gender (in)equality? Public 

discourses on declining fertility rates in Japan and Norway”(pp. 173-190), M. Ishii, G. K. Kristensen and Pricilla 
Ringrose eds., Comparative Perspectives on Gender Equality in Japan, Routledge: London and NY.  

2022. 1（ ）Merete Lee and Yukari Semba, “Chapter 12: Assisted reproduction with donated eggs and sperm: A 
comparison of regulations on assisted reproduction in Norway and Japan”(pp. 191-205), M. Ishii, G. K. 
Kristensen and Pricilla Ringrose eds., Comparative Perspectives on Gender Equality in Japan, Routledge: London 
and NY.  

2021. 6 （ ） 4 ー の （pp. 68-69） 4 6 生 理 理・

理 (pp. 70-71) 5 子・ の資 （pp. 82-83） 学

生の の 理  丸  
《 》 

2022. 3 Sarah Ferber, Nicola J. Marks, and Vera Mackie, IVF and Assisted Reproduction: Global History: East Asian 
Science, Technology and Society: An International Journal, 16(1) pp.148 -150.  

《学 ・講 》 
2022 ン ン 学 27 日 ン ジ 学  学 大 特 講 子 ン の

理 ジェンダー （ 講 ）（2022 年 1 月 9 日） 大 橋  
2021 ン ン 学 日 学 学・ 理学 40 年 大 ン ジ 講 の

の の経 の （ 講 ）（2021 年 11 月

6 日） 立大学 ン ン 
2021 ン ン 学 Society for Social Studies of Science (4S) The 4S 2021 preliminary conference の ー

 434. Assisted Reproductive Technology and Third Party Reproduction in East Asia: Japan and Taiwan の

 “Family members as gamete donors in Japan” ( )（2021 年 10 月 9 日） ダ・ ン  

《 》 
・ 科学研究 基 研究 C（ 18K00034） の 子 ーの 名 生 の の

立 の 関 研究 2018 年～2021 年 研究   
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資料 

 

特任講師 平野 恵子 

ジェンダー 科学専  ・ジェンダー ー  

 

専 学 ジェンダー研究 ン 研究 

 
所 学  

International Association for Feminist Economics 
日 学  

ジェンダー学 （理 ・ ） 
日 ェ 経済学 （幹 ） 

ジ 経学  
ジ 学  

学  
 

・ 研究 ジェ のジェンダー （19 ） ― の

関 学 の 研究 （19 ） 生 の お 日 の ・

の 史 系 （20 ） ン 人 の お 経 の

の （20 ） 
・ IGS ー ジェンダー ・ ー ー ー・ （47 ）

の子 ・ ー ー ー・ （54 ） 教育 ジェンダー 日 ・ ー ー

ー・ （58 ） ジェンダー・ ン ー ・ ー ・ ー ー ー・

（60 ） 
・ IGS ン ジ MeToo の 学 （32 ） 
・ お茶の水女子大学 ー 女 ーダー育 研究 ン ジ ー 女 ーダー

ジ の お IGS-AIT AIT ー （38 ） 
・ ーの ェ （ 日 ・ ）の 修 
・ ジェンダー研究 （106～109 ） 特 一 文 ジェンダー研究

の  
・ の  

 

《 ・ 》 
2021 COVID-19 ン の ン お の 経済 ジェンダー

学 19 : 32-53（ ） 
2022 の   , 50(2): 79-88.（ ） 

《学 ・講 》 

2022 SDGs（ ） ジェンダー ー

ジェンダー学 ジェンダー 科 2022 年 3 月 29 日 

《 》 

・ 科学研究 基 研究 C（ 21K12395） ン 人 の お 経 の

の 2021～2023 年 研究  
・ 科学研究 基 研究 A（ 19H00607） ― の 関 学

の 研究 2019～2021 年 （研究 小井 ・一橋大学） 研究  
・ 科学研究 基 研究 B（ 19H01578） 生 の お 日 の ・

の 史 系 2019～2021 年 （研究 文・恵 女学 大学） 研究  
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年  

ジェンダー研究所  

 

 学内研究員 棚橋 訓 
基幹研究院人間科学系・教授 
文教育学部人間 科学科 学 ー  

ジェンダー 科学専 ・専  
ジェンダー学 研究専  ジェンダー  

専  文 人 学 研究 ジェンダー文  
研究 

ジェンダー研究所 ン ー 

 学内研究員 小玉 亮子 
基幹研究院人間科学系・教授 
文教育学部人間 科学科子 学 ー  

人間 科学専 育・ 学 ー  
人間 科学専 育・ 学  

専  子 学 教育学 

ジェンダー研究所 ン ー 
ジェ INTPART 

 学内研究員 斎藤 悦子 
基幹研究院人間科学系・教授 
生活科学部人間生活学科・生活 科学講  

ジェンダー 科学専  
ジェンダー学 研究専  ジェンダー  

専  生活経済学 生活経 学 文  

ジェンダー研究所 ン ー 

 学内研究員 石丸 径一郎 
基幹研究院人間科学系・准教授 
生活科学部 理学科 

人間 科学専 理学 ー  
人間 科学専 理学  

専  ジェンダー 理学  

ジェンダー研究所 ン ー 
ジェンダー研究  

ジェ INTPART 
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資料 

 

 客員研究員 足立 眞理子 
（ 学名誉教授） 

期 2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 

研究 ロ ェクトタ ト  

ジ お の の 立 ジェンダー（科学研究 基 研究

 ） 

資 のジェンダー 資 の 人  

 

 

 

 リサーチ・アドミニストレーター  吉原 公美 
ジェンダー研究所  

 ジェンダー研究所 理 
 ジェ INTPART ー ー 
 ジェンダー研究所（IGS）特 教授 お 活  
 ー ーダー 研究所（IGL）特 教授  
 IGS・IGL ン ジ  
 ・ ー  
 ン ジ   

4～9 月 IGS 特任 ー ェ ー 10 月  
 

 研究協力員 板井 広明 
（専修大学経済学部准教授） 

期 2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 

研究 ロ ェクトタ ト  

資 のジェンダー 資 の 人  

 

 研究協力員 佐野 潤子 
（慶 義塾大学 ン ・ジェ ン ジー研究 ン ー特任講師） 

期 2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 

研究 ロ ェクトタ ト  

ジェ  

科教育 ジェンダー平 研究 

女 の ジェンダー 
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年  

ジェンダー研究所  

 

 

アカデミック・アシスタント 稲垣 明子 
ン ジ 関  

 AIT ー  
 研究所 （大学 部 ） 
  
 IGS 史料 子  
 ・ 理  

 

アカデミック・アシスタント 梅田 由紀子 
文 ・資料 理・ 資料 理関  

 IGS 史料 子 ジェ 子 理 
 研究所  
 ン ジ  
  
 ・ 理  

 

アカデミック・アシスタント 関根 里奈子 
広 ・ 理 

 ェ ・SNS・ ー ン ・広  
 ン ジ ・ ー・研究 ー  
 ン ン ン の Zoom Webinar  
 ・ ー 理 IGS ェ   

 

アカデミック・アシスタント 滝 美香 
関  

 研究所  
 ン ジ  
 IGS 史料 子  
 ・ 理  

 

アカデミック・アシスタント 和田 容子 
関  

 年  
 ジェンダー研究  
 日 原  
 IGS 史料 子 ジェ ー 立 ・IGS ン ー  
 研究所 佐  
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資料 

 

【資料】   

1）IGS 研究 ジェ  

ジェ 名  

ジ お ジェンダー 研究 申 

ジ の 女  大橋 

資 のジェンダー  大橋・足立・板井 

生 ジェンダー 仙波 

のジェンダー  平野 

2） 部資 研究 ジェ  

ジェ 名  間（年 ）  

科学研究 基 研究 C （ 19K12604） 

ジェンダー ー の 学  

2019～2022 申 

科学研究 基 研究 C （ 19K12603） 

香 お 女 の 生 ー ・ のジェンダー  
2019 2021 大橋 

科学研究 基 研究 C （ 18K00034） 

の 子 ーの 名 生 の の 立 の 関 研究 
2018～2021 仙波 

科学研究 基 研究 A（ 19H00607） 

の 関 学 の 研究 

2019 2021 平野 
（ ） 

科学研究 基 研究 B（ 18H00817） 

女 の の ・ の ・ ン  

2018～2022 申 
（ ） 

科学研究 基 研究 B （ 19H01578） 

生 の お 日 の ・ の 史 系  

2019～2021 大橋 
平野 
（ ） 

科学研究 基 研究 B （ 20H01468） 

ジ お IT-BPO の の 立 ジェンダー 

2020～2022 大橋 
足立 
（ ） 

科学研究 基 研究 C （ 21K12395） 

ン 人 の お 経 の の

 

2021～2023 平野 
（ ） 

科研 研究加 基 （ 研究 B） （ 21KK0033） 

人 公 の お 生活 の ジェンダー 

2021～2024 大橋 
（ ） 

3） の ジェ  
ェー ー ン INTPART（戸谷・小玉・仙波・吉原・佐野）2019～2022 年  

ェー 教育 関 Diku の UTFORSK（戸谷・吉原）2021 年 8 月～2025 年 7 月 

ン ー 教育研究  （Uddannelses- og Forskningsstyrelsen）の ジェ Reconceiving Donor 
Conception in Denmark and Japan （仙波）2022 年 3 月～2023 年 12 月 

 Konrad Adenauer Foundation （Konrad Adenauer Stiftung）の ジ 10 研究 
Substantive Representation of Women Parliamentarians and Gender Equality in Asia: A Comparative Study 
（申） 2021 年 2 月～2022 年 7 月 
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年  

ジェンダー研究所  

 

【資料】  
・所  協力 *  

 

ン ・ ジ  
（Avyanthi Azis） 

ン 大学・ ン  

（ ）ジェンダー  47  

ン・W・ ン 
（Stine W. Adrian） 

ー ー大学・ ン ー  

（ ） 子 ン 関 理・ジェンダー・

 
41  

ジ ン・ ー  
（Jan Bardsley） 

ー 大学

・  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

ジェンダー研究  106  

ジェ ー・ ン  
（Jennifer Branlat） 

ェー科学 大学・ ェー 

（ ）Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender 
Equality and Diversity（NJ_BREGED） 

86  

（ ）Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 87  

（ ）INTPART ジェ  91  
ージー・ ン  

（Rosie Campbell ） 
ン ・ ジ・ ン ン・  

（ ） ーダー の 平 ジェンダー平 の の理

 
35  

（ ・ ン ） 
（Cho Sung-Nam） 

女子大学 ・  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

ン・ダ  
（Ken Daniels） 

ン ー大学・ ージー ン  

（ ） の 子 生 人

の経  
49  

田 子 
（Keiko Honda） 

ン 大学・  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

・Y・L・  
（Lucetta Y. L. Kam） 
香 大学・  

（ ） ン ー ジェンダー ンダ の文 ・

理 の  
62  

・ ー ・ ン ン 
（Guro Korsenes Kristensen） 

ェー科学 大学・ ェー 

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  
（ ）Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender 

Equality and Diversity（NJ_BREGED） 
86  

（ ）Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 87  
（ ）INTPART ジェ  91  

日 部 子 
（Kyoko Kusakabe） 

ジ 科大学院大学・  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

（ ）AIT ー  89  
（ ン・ ・ ン） 

（Hyunyoung Kwonkim） 
女 研究所・  

（ ）#MeToo の 学 #MeToo ェ の

 
32  

ー ン・ ー  
（Kirsten MacLeod） 

ン ・ 大学・  

（ ）生理の  45  

ー ・ ン  
（Corina Riantoputra） 

ン 大学・ ン  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  
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資料 

 

・所  協力 *  

 
・ ン ー  

（Priscilla Ringrose） 
ェー科学 大学・ ェー 

（ ）Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender 
Equality and Diversity（NJ_BREGED） 

86  

（ ）Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 87  
（ ）INTPART ジェ  91  

ン 
（Ruin） 

ン ジェンダー・ 研究所・  

（ ）#MeToo の 学 #MeToo ェ の

 
32  

ン・ ン・  
（Karen Ann Shire） 

ー ・ ン大学・  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

ジェンダー研究  106  

・ ・ ン ン 
（Siri Øyslebø Sørensen） 

ェー科学 大学・ ェー 

（ ）Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender 
Equality and Diversity（NJ_BREGED） 

86  

（ ）Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 87  
（ ）INTPART ジェ  91  

内  
足立加  
(Kayu Adachi) 

大学  

（ ） 美 女 ン ー ン の の  52  

・ ー・ ー 
（Waode Hanifah Istiqomah） 
一橋大学大学院  

（ ）ジェンダー  47  

大 子 
（Naoko Oki） 

女学 大学 

（ ） ーダー の 平 ジェンダー平 の の理

 
35  

小 谷  
（Chiho Ogaya） 

ェ 女学院大学 

（ ） の子  54  

香  
（Mayumi Kagawa） 

大学 

（ ）ジェンダーの 基 美 史研究の  29  

井  
（Kaoru Kanai） 

玉大学 

ジェンダー研究  106  

野 
（Natsuno Kikuchi） 
名 立大学 

（ ）#MeToo の 学 #MeToo ェ の

 
32  

原恵 
（Megumi Kitahara ） 
大 大学 

（ ）ジェンダーの 基 美 史研究の  29  
ジェンダー研究  106  

吉 子 
（Tomoko Kira） 
日 女子大学 

（ ）ジェンダーの 基 美 史研究の  29  

・ ー  
（Letizia guarini） 

基 教大学 

（ ）日 文学 お 関 ・ ・ ・  43  

子 
（Suani Naoko） 

学 大学 大学大学
院 ・ ダ 

（ ）ジェンダー  47  
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年  

ジェンダー研究所  

 

・所  協力 *  

内  
 

（Sachi Takahata） 
立大学 

（ ） の子  54  

田 由美子 
（Yumiko Tanaka） 

大学 

（ ） ジェンダー・ ン ー ・ ー  60  

容 
（Wei-Jung Chang） 

女子大学 

（ ） ン ー ジェンダー ンダ の文 ・

理 の  
62  

 
（Izumi Nakajima） 
大 大学 

（ ）ジェンダーの 基 美 史研究の  29  

美紀 
（Miki Nagashima） 

ン･ ン ー ･ジ ン 

（ ）生理の  45  

美由紀 
（Miyuki Hanabusa） 
藤女子大学 

（ ） 女 美 理  64  

 
（Mari Miura） 

大学 

ジェンダー研究  106  

由井  
（Hideki Yui） 

大学 

（ ） の  56  

学内  
佐 子 
（Yasuko Sasaki） 
学  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

石井 ン 子 
(Masako Ishii-Kuntz) 
理 ・ 学 ・ ー 女
ーダー育 研究  

（ ） ーダー の 平 ジェンダー平 の の理

 
35  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  
（ ）Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender 

Equality and Diversity（NJ_BREGED） 
86  

（ ）Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 87  

（ ）INTPART ジェ  91  

小  
(Makoto Kobayashi) 
基幹研究院人間科学系・ ー

ーダー 研究所 

（ ） ーダー の 平 ジェンダー平 の の理

 35  

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  
（ ）Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 87  

野 香 
(Chika Amano) 
基幹研究院人文科学系 

（ ）ジェンダーの 基 美 史研究の  29  

ジェンダー研究  106  

水野  
(Chika Amano) 
基幹研究院人間科学系 

ジェンダー研究  106  

義  
(Yoshihito Mori) 
基幹研究院 ・ 科学系 

ジェンダー研究  106  

子 
(Minako Kuramitsu) 
基幹研究院人間科学系 

ジェンダー研究  106  
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資料 

 

・所  協力 *  

学内  
石丸径一郎 
(Keiichiro Ishimaru) 
基幹研究院人間科学系 

ジェンダー研究  106  

子 
（Motobayashi Kyoko） 

ー ーダー 研究所 

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

田  
(Derek Matsuda) 

教育 ン ー 

（ ）Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender 
Equality and Diversity（NJ_BREGED） 

86  

（ ）Teaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 87  

（ ）INTPART ジェ  91  

田  
(Aya Wakita) 
基幹研究院人間科学系 

ジェンダー研究  106  

  
(Myles Carroll) 
基幹研究院人間科学系 

（ ） ーダー の 平 ジェンダー平 の の理

 
35  

月理恵 
(Rie Hogetsu) 

ー ーダー 研究所 

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

恵 
(Rie Okamura) 

ー ーダー 研究所 

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

藤  
(Akie Naitoh) 

ー ーダー 研究所 

（ ） ー 女 ーダー ジ の  38  

美 
(Yumi Kikuchi) 
基幹研究院 ー ェ ー
日 大学  

（ ）日 文学 お 関 ・ ・ ・  43  

一美 
(Kazumi Takeie) 

講師 

（ ） の  56  

ン ・ 平田 
(Zuzanna Baraniak-Hirata) 

 

（ ） ン ー ジェンダー ンダ の文 ・

理 の  
62  

シ シンポジウム セ セミナー・国 ーラム 国 国 研究プロジェクト 国
ト ーク 
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年  

ジェンダー研究所  

【資料】 ン ー  
 ント   

シン  

12/18 ン ジ  
ジェンダーの 基 美 史研究の  

 野 香（お茶の水女子大学教授） 
 吉 子（日 女子大学学 研究 ） 

（大 大学准教授） 
野 香（お茶の水女子大学教授） 
原恵（大 大学名誉教授） 

ン  香 （ 大学教授） 
 ジェンダー研究所 

ージ&ジェンダー研究  
 日  

加  208 名 

29  

シン  

1/21 ン ジ  
#MeToo の 学 #MeToo ェ の  

 申琪榮（IGS 教授） 
1 部 ン ー ーMeToo の ー  

 ン ・ （ ） 
田 里（ジェンダー 研究所 ） 

（ ） 
2 部 ン ジ #MeToo の 学  

 （女 研究所 ） 
ン（ ン ジェンダー・ 研究所専任研究 ） 

野（名 立大学准教授） 
 ジェンダー研究所 日 学 基 研究（C） ジェンダー ー の 学  
 日 （ ） 

加  329 名  

32  

ロー リー ー 研究  シン  

11/15 ン ジ ー ジ お 女 ーダー 1  
ーダー の 平 ジェンダー平 の の理  

Leadership for All: Theory and Action to Foster Gender Equality 
基 講  ージー・ ン （ ン ・ ジ・ ン ン教授 女 ーダー ー 研究所 ） 

ン   （お茶の水女子大学 教 IGL 研究 ） 
大 子（ 女学 大学講師 IGL 研究 ） 
申琪榮（お茶の水女子大学 IGS 教授） 

ン ー ー  小 （お茶の水女子大学教授 IGL 所 ） 
 戸谷陽子（お茶の水女子大学教授 IGS 所 ） 
明  石井 ン 子（お茶の水女子大学理 ・ 学 ー 女 ーダー育 研究 ） 

 お茶の水女子大学 ー 女 ーダー育 研究  
ー ーダー 研究所（IGL） ジェンダー研究所（IGS）  

 日 （ ） 
加  167 名 

35  
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資料 

 

 ント   

ロー リー ー 研究  シン  

2/18 ン ジ ー ジ お 女 ーダー 4  
ー 女 ーダー ジ の  

Global Women’s Leadership: Proposals from Asia 
・ 明  佐 子（お茶の水女子大学 ） 

1 部 学お 学 の女 ーダー 講  
講  田 子（ ン 大学 Adjunct Professor ー 間 資 関

CEO） お茶の水女子大学 生  
ージ 子（ ） お茶の水女子大学 学 生  

1 部  月理恵（IGL 特任講師） 

2 部 究 2015 年 の ー 女 ーダー育 研究 （IGL・IGS）の

 
2 部 明 石井 ン 子（お茶の水女子大学理 ・ 学 ー 女 ーダー育 研究

） 
IGL 小 （お茶の水女子大学教授 IGL 所 ） 

恵（IGL 特任講師） 
藤 （IGL 特任講師） 

IGS 戸谷陽子（お茶の水女子大学教授 IGS 所 ） 
申琪榮（IGS 教授） 
仙波由加里（IGS 特任講師） 
平野恵子（IGS 特任講師） 

2 部  子（IGL 所 ・准教授） 

3 部 研究 IGL・IGS の特 教授・ 研究 の  
基 講  （ 女子大学 名誉教授） 2020～2021 年 IGL 特 教授  

日 部 子（ ジ 科大学院大学教授） IGS 研究  
ン  ー ・ ン （ ン 大学准教授） 2021 年 IGL 特 教授  

・ ン ン（ ェー科学 大学教授） IGS 研究  
ン・ （ ー ・ ン大学教授） 2016～2018 年 IGL 特

教授  
ジ ン・ ー （ ー 大学 名誉教授） 2018～2019 年

IGS 特 教授  
3 部 石井 ン 子（お茶の水女子大学理 ・ 学 ー 女 ーダー育 研究 ） 

 戸谷陽子（お茶の水女子大学教授 IGS 所 ） 
 お茶の水女子大学 ー 女 ーダー育 研究  

ー ーダー 研究所（IGL） ジェンダー研究所（IGS）  
 日 （ ） 

加  137 名 

38  

 ミ ー 

7/2 生 ー  
子 ン 関 理・ジェンダー・  

Issues Regarding Commercial Sperm Banks from the Ethical, Gender and Social Perspectives 
 仙波由加里（IGS 特任講師） 

講  ン・W・ ン（ ー ー大学准教授） 
 ジェンダー研究所 
 （日 ） 

加  138 名 

41  
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年  

ジェンダー研究所  

 ント   
 ミ ー 

7/8 日 文学 お 関 ・ ・ ・  
 戸谷陽子（お茶の水女子大学教授 IGS 所 ） 

研究  ・ ー （ 基 教大学ジェンダー研究 ン ー 教） 
美（お茶の水女子大学基幹研究院 ー ェ ー 日 大学 講師） 

 ジェンダー研究所 
 日  

加  64 名 

43  

7/16 生 ー  
生理の  
Period Poverty 

 仙波由加里（IGS 特任講師） 
講  ー ン・ ー ( ン ・ 大学准教授） 

美紀（ ン・ ン ー ・ジ ン研究 ） 
 ジェンダー研究所 
 （日 ） 

加  154 名 

45  

7/23 ジェンダー  
Gender, Ethnicity, Technical Intern Training Program 

 平野恵子（IGS 特任講師） 
講師  子（ 大学大学院 学 大学特任講師） 

・ ー・ ー（一橋大学大学院 ） 
ン  ン ・ ジ （ ン 大学講師） 

 ジェンダー研究所 
 科研 ・基 B 生 の お 日 の ・ の 史 系

（19H01578） 
 日 （ ） 

加  117 名 

47  

8/29 ー 生 ー  
の 子 生 人 の経  

Why Is the Right to Know Important? The Experiences and Thoughts of Donor-conceived People 
 仙波由加里（IGS 特任講師） 

講  ダ ン・ ダ （ ー の AID 生 ） 
ーン・ ン ン（ ーの AID 生 ） 

加藤 明（日 の AID 生 ） 
石 子（日 の AID 生 ） 

ン  ン・ダ （ ン ー大学 ー ー ー） 
 ジェンダー研究所 

 科研 ・基 C の 子 ーの 名 生 の の 立 の 関 研究  
 日 （ ） 

加  187 名 

49  

10/22 美 女 ン ー ン の の  
 大橋史恵（IGS 准教授） 

講  足立加 （ 大学・立教大学講師） 
ン  関根里奈子（大 大学 講師 一橋大学大学院 学研究科 IGS

・ ン ） 
 ジェンダー研究所 
 日  

加  90 名 

52  

  

139



資料 

 

ント

 ミ ー

の子

平野恵子（ 特任講師）

講師 ・ （ 研究 ー ン ・ ）

小 谷 （ ェ 女学院大学教授）

ン （ 立大学教授）

ジェンダー研究所

日 （ ）

加 名

生 ー

の

仙波由加里（ 特任講師）

講 由井 （ 大学大学院 研究部 学 学講  特任 教）

一美（お茶の水女子大学  講師）

ジェンダー研究所

日

加 名

学 ー

教育 ジェンダー 日 年 日の

平野恵子（ 特任講師）

講 野 （ ー 所 ・ ）

ジェンダー研究所

日

加 名

ジェンダー・ ン ー ・ ー

平野恵子（ 特任講師）

講 田 由美子（ 大学 教授・ ⼥ の （ ）⽇ ）

ジェンダー研究所

日

加 名

ン ー ジェンダー ンダ の文 ・ 理 の

大橋史恵（ 准教授）

講 ・ ・ （香 大学准教授）

ン ・ 平田（お茶の水女子大学大学院 ）

ン 容（ 女子大学 教）

ジェンダー研究所

日 （ ）

加 名

女 美 理

戸谷陽子（お茶の水女子大学教授 所 ）

美由紀（藤女子大学教授）

ジェンダー研究所

日

加 名
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年  

ジェンダー研究所  

 ント   
 研究  

3/24 IGS 研究 研究  
 仙波由加里（IGS 特任講師） 

・ ン  戸谷陽子（IGS 所 お茶の水女子大学教授） 
 板井広明（専修大学准教授 IGS 研究 ） 
佐野潤子（慶 義塾大学特任講師 IGS 研究 ） 

 ジェンダー研究所 
 日  

加 17 名 

66  

 

9/18 日 ェ 経済学 2021 年 大  
女 の の の  

 原 子（ 戸大学） 
ー ン  （ ・活 ） 田 美子（大 立大学名誉教授） 

 Carlos, Maria Reinaruth Desiderio（ 谷大学） 美（立教大学） 大 理（ 大学名誉教授） 
ン  丸 里美（ 大学） 子（ 大学） 

 小 谷 （ ェ 女学院大学） 原 子（ 戸大学） 
 ジェンダー研究所 稲田大学ジェンダー研究所 稲田大学平和学研究所 

68  
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資料 

 

【資料】 資料 

・2021 年 の 名 名 （ 名） （ ） 

大月 #MeToo の 学 （ ), , , ン , 申琪榮 修 , 

郎の 女平  日 の 人 ジェンダー （ ）小 井

女 史 小 井の女  :  : （小 井女 史 ） NPO 人

・ ジェ 女 ・ の  : 日 大 の （

・ ジェ ） 教 人 の （ 田 美, ） ェ

女 （ 橋 ） 仙波由加里 学生の の 理 （ ・

） 

・2021 年 ジェンダー研究所 の 名 （ 名）  

Comparative Perspectives on Gender Equality in Japan and Norway （Masako Ishii-Kuntz/Guro Korsnes 

Kristensen/Priscilla Ringrose） Gender, Culture, and Disaster in Post-3.11 Japan （Mire Koikari） Home care 

fault lines : understanding tensions and creating alliances （Cynthia J. Cranford） IGS ー（生

） IGS Project Series ;18（お茶の水女子大学ジェンダー研究所） の 学 ン

の文 （ 田大 [ ]） ン ・ ン 日 女 （ ）

 ジェンダー 人 （ 子/ /谷田 恵） 日

ェ の ン ・ ン ー ,佐藤文香 女 関 資料 女 （

女子大学  女 研究所 の 義の （ジ ン・C・ ン

/ 野 ・ ） 田 子 日 （ 女子大学 田 子 研究所 研究 1

） （広井 子[ ]） の ・ ・ （谷 /稲月 / ]） ジェ

ンダー研究 24 （ 41 ） （お茶の水女子大学ジェンダー研究所） ジェンダー・ ・女 の

2019 年 ン 関 （ ジ お ジェンダー Booklet series ;3

IGS Project Series ;19） （お茶の水女子大学ジェンダー研究所） ジェンダー 学  女 史 （

女 史学 ） 女 の （吉 子） 女 の 日 のジェンダ

ー （ 加） 女 の 生活 ー <2022> （ 部） 女 教 史 日教

人部の 立 ・育 の （ 部 ） の  ー の 史

（香 ） 女 ー <2021> （ 部） 学 子 日

お 由 義 ン ジ  = The philosopher and the Princess : freedom, love, and 

democracy in Cold War Japan : international symposium IGS Project Series ;14（お茶の水女子大学ジェンダー

研究所） のジェンダー の （田 由美子 ） ン ・ ー : 

の ージ  （香 ） 部 女 の 関 研究 （ 理 ） 一人 子

（小 子） 女 ジ ーの 理 （ ・ ン ,小 ）

お （ ー ・ ン ン ン・K・ ン ） 子 子 （ 美 子） 

 
・2021 年 ジェンダー研究所 の 名 （ 名）  

Asian women's liberation = ジ 女 （ ジ の女 の ） HAND IN HAND （ ）

月 お now( )= Women's culture magazine （大 ） 女の （名 広

部 人 ） ジェンダー 研究 （ ） 
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【資料】 料 ン  

女 文 資料 （ ） 女 文 研究 ン ー（ ） ン 一  

年  活  日 ン   

1977 

(S52) 

講  1977/9/22 年子 生講  年子 

ｼﾝ ｼﾞ  1978/1/14 ｼﾝ ｼﾞ    

研究  1978/2/8 女 (  研究 )   

研究  1978/3/6 学 お    

研究  1978/3/22 研究   

1978 

(S53) 

研究  1978/6/6 女 史研究  の女    

研究  1978/7/27 女 史研究  の女    

1979 

(S54) 

研究  1979/5/24 女 の教育 女    

研究  1979/10/4 人 の    

ｼﾝ ｼﾞ  1980/1/26 科 人 関 ｼﾝ ｼﾞ    

研究  1980/2/12 の 陽 の 50 年  吉原 子 

  1980/3/1 田和子 小 子 の 子    

1980 

(S55) 

研究  1980/4/1 平 の 女子 平 文 文  藤  

研究  1980/4/23 ー ・ ー の女 研究  子  

研究  1980/5/29 ー ・ ー の女 研究  田 和子  

研究  1980/7/3 ン お 女 の  Chandra Mudaliar 

研究  1980/10/18 ン ー ン 人 人 人

 講  
橋 子  

研究  1980/10/20  小 子 

研究  1980/11/5 Feminist Literary Criticism の女  Chigusa Kimura-Steven 

研究  1980/12/25 子 女  田 和子  

研究  1981/2/12 の女 史 子 子  

研究  1981/3/27 ン 史の 女 史 小 恵 

1981 

(S56) 

研究  1981/5/27 人 学 の 人 女 史 Frederica de Laguna 

研究  1981/5/29 Role's of Women's College Frederica de Laguna 

研究  1981/6/12 の 名 (1) 藤和美  

研究  1981/7/4 の 名 (2) 平 和子 

研究  1981/7/12 の ・ 研究の 義  関 子 

研究  1981/9/9 ダの女 学  Patricia Morley  

研究  1981/10/16 ・ 理 研究  田 子 

研究  1981/11/25 女 の の 容 野 の  子 

研究  1981/12/15 ー 日 の 人 ージー ン の女 の  Romanovsky Ulrike  

研究  1982/1/27 お 人 の関 お  橋 子 

研究  1982/3/24 日 の 教育 人    

1982 研究  1982/4/23 女子大学の 義 ・ ン ・ ン の  広 和 子 
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(S57) 研究  1982/5/22 女 学研究  井 子 子   

研究  1982/6/4 お 女  子  

研究  1982/10/22 平 の 子 日 の特 ー  William Mccullough  

研究  1982/11/24 ン の女  藤 子 

研究  1982/12/13 Consort, mother, beloved, "Vamp"; the symbolic depiction of womanhood in 
Indian calendar art 

Patricia Uberoi  

研究  1983/1/24 の 史 の 関  恵美子 

研究  1983/2/15 の女  子  

研究  1983/3/22 女の文 女 史の の  子  

1983 

(S58) 

研究  1983/5/30 ・ 女  田 子 

研究  1983/6/30 Japanese-German Marriage in Japan: a fentative approach Irene Hardach-Pinke 

研究  1983/7/29 の の女 の関  大 子 

研究  1983/9/26 の 史  子  

研究  1983/11/1 女 の ジェンダー  井文恵  

研究  1983/11/21 Intellectual Differnces between Woman and Man "Inherited or Acquired?" Virginia Mann  

研究  1983/12/15 女 の   

研究  1984/2/22 女 の  石 子  

研究  1983/3/13 ・ 研究 子 ・教育・女  波 野  

1984 

(S59) 

研究  1984/4/24 日 の 関 研究 Taimie Bryant 

研究  1984/5/15 日 の 教 ン  子 

講  1984/5/31 お茶の水女子大学 年史 講  郎  

研究  1984/6/20 教文 女  田 子 

研究  1984/7/6 The Function of Libraries,Women' Centers,and "Women's Studies" in doing 
Feminist Research 

Helen Wheeler  

研究  1984/10/23 生子 の 生 明 ・ 史 の ー 田 子 

研究  1984/11/20 Woman and Nature Susan Griffin  

研究  1984/12/11 女 史研究 小野和子 女 史  加藤 子 

研究  1985/2/25 一 の文学 人 の の  ン ・ ン  

研究  1985/3/14 関 お 女 の 年 ・日 公人の

 
子 

1985 

(S60) 

研究  1985/4/26 ー  平 

研究  1985/5/29 の ー  野 明  

研究  1985/6/12 お 女  Susan Mann 

研究  1985/6/13 子 の の   

研究  1985/7/4 女 の   

  1985/10/5 の女 （日 人 ）   

研究  1985/10/28 の 明石

 
 

研究  1985/11/15  香 子 

ｼﾝ ｼﾞ  1985/11/27  加藤  

研究  1985/12/18 女 の 史 日 19 紀

 
Argnani Fausta 
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研究  1986/1/16 お 女 史研究 文 女 女 史

の研究  
佐藤 子 

研究  1986/3/3 文子 " 女"の  子 

1986 

(S61) 

研究  1986/4/25 ン 女 の ー ー ・ ・  棚 子 

研究  1986/6/24 日 文 お 女  Valerie･L･Durham 

研究  1986/10/3 史 お 女 の 女 ー 史の  Gertrud Pfister 

研究  1986/11/20 の   

研究  1986/12/8 ン の女 女 の  Jowshan Ara Rahman  

研究  1987/1/14 の女 ー の原理  田美 子 

研究  1987/3/3 ー の女  Goh Beng Lan 

1987 

(S62) 

研究  1987/4/23 公 の / 年 お 女子活 の 立 子  

研究  1987/5/15 Impact of Economics & Technological Change on Women Tamara･Hareven 

研究  1987/6/24 文子の 女  ーン･ ･

ダ  

研究  1987/7/14 の 容 田 子 

研究  1987/8/25 の の   

研究  1987/10/26 ン・ の女  田 子 

研究  1987/11/25 和 部 教 小野美 子 

研究  1987/12/16 お 女 の  小野 ･ ー 

研究  1988/2/10 日 お の ・ ・ ー  由紀 

研究  1988/3/10 科  谷 子 

研究  1988/3/10 科 お 教育 小関 子 

1988 

(S63) 

研究  1988/4/11 Income Generation of Women in Rural Bangladesh Kohinoor Begum 

研究  1988/5/26 South Asian Women: Challenges & Prospects Urmila Phadnis 

研究  1988/6/22 Some Implications of Women's Status in China Beverly Y. B. Hong 

研究  1988/7/8 関 人の   

研究  1988/9/7 の 小 科の  藤和美 

研究  1988/11/25 ェ 研究の Stanley & Wise の ェ 科学

の  
野和  

研究  1989/2/21 ジ お 女  Noeleen Heyzer 

研究  1989/3/7 日 の ェ の alternative 生活  ー・ ン ン 

1989 

(H1) 

研究  1989/4/5 女平 教育の  Peggy McIntosh 

研究  1989/4/14 Education of Scientist who Happen to Be Women Emily L. Wic 

研究  1989/6/1 の の の関  子 

研究  1989/6/12 Modernisation en Iran et Le Changement Socio-cultural de Role de la Femme Nasrin F. Hakami 

研究  1989/7/17 Problems of Homeless Children in India Rajani Paranjipe 

 1989/9/11 原 子 ー・ ン ン の  田 子 

研究  1989/10/4 ン の女  子 

研究  1989/11/17 Women and / in Media Ann Simonton 

ｼﾝ ｼﾞ  1989/12/13 お茶の水女子大学 学生    
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ｼﾝ ｼﾞ  1989/11/29
,12/20,199
0/3/19 

特 研究 女 の ー の 女子大学の  Peggy McIntosh 

1990 

(H2) 

ｼﾝ ｼﾞ  1990/4/23,
24 

日 ｼﾝ ｼﾞ  お  

研究  1990/5/18 Systematic Planning for Women's in Development and Activities Barbara Knudson 

研究  1990/6/14 ー お ジ の の

 
子 

研究  1990/6/26 Women's Mothering and Working Roles in Japan and the United States Brenda Bankart 

研究  1990/9/25 ー の 史 女  子 

研究  1990/10/23 吉の女  原名 子 

研究  1990/11/22 日 女 の  Ronald P. Loftus 

研究  1990/12/5  Elisabeth Gössmann 

研究  1991/3/13 女 の 科学研究 の の研究  ー・  

1991 

(H3) 

研究  1991/5/29 大 の 女 の 女学生の 女学生 の一

 
子 

研究  1991/6/10 An Anthropological Study of Gender Science in Japan & U.S. Sharon Traweek 

研究  1991/6/18 To a Safer Place Dane Raphael 

研究  1991/10/4 Woman's Movement in Comparative Perspective Ilse Lenz 

研究  1991/10/9 Women of the Tlingit Society in Historical Perspective Frederica de Laguna 

研究  1991/10/31 Confusionism and Modern Chinese Women's Family Life 育  

研究  1991/11/15 ェ の の ー ー  Frigga Haug  

研究  1991/11/19 女の 間  棚 子 

研究  1991/12/19 The Situation of the Swedish Women Today Malin Ronnblom 

研究  1992/1/30 お 女 学 恵子 

研究  1992/2/12 の お 女   

研究  1992/2/20 女 学の : 女 学の理  義子 

研究  1992/3/13 女 日 ｼﾝ ｼﾞ    

1992 

(H4) 

研究  1992/4/15 Women's Studies in Canada Naomi Black 

研究  1992/4/20 Sexuality and Reproduction in Women's Utopian Dystopian Literature Blaine Martin 

研究  1992/6/19 年子 資料 研究の  田 子 

研究  1992/6/22 ジェーン・ ダ の   

研究  1992/7/20 女  子 

研究  1992/10/26 お 女 の  吉和子 

講  1992/11/21
,28,12/5 

育  原 子  

研究  1993/1/28 ン ・ ー お ・ 女  子 

1993 

(H5) 

研究  1993/5/18 お 女 の の  香 

研究  1993/6/24 女 " " の ー 子 

研究  1993/7/16 ンの 人 ー  大 理 

研究  1993/9/22 女 の 文学 野 生子 お ェ  藤田和美 

研究  1993/10/15 一 学 の ジェンダー研究 ン の関  石田  
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特 研究

 
1993/11/13 Women in Higher Education A case of the University of California USA  Dr.Maresi Nerad 

研究  1993/11/14 容 ジェンダーの日   

研究  1993/12/3 Gender,Justice and Therapy: Can One Be a Feminist and Practise Family 
Therapy? 

Jan McDowell 

ｼﾝ ｼﾞ  1993/12/14
,15 

女    

ｼﾝ ｼﾞ  1994/1/20 特 研究 ー の の お 大学教育 女    

1994 

(H6) 

研究 /ｼﾝ

 
1994/4/7 ジー ェ  Maria Mies  

研究  1994/6/1 ー 女 史研究 女 史 ェ 史  Vera Mackie 

研究  1994/7/27 日 女 の ・ ・ジェンダー 田  

研究  1994/8/29 Feminist Studies and Qualitative Empirical Methods: the Case of Sex Tourism and 
Traffic in Women 

Ilse Lenz 

研究  1994/9/27 Internationalization and Gender Relations: Theoretical Approaches Ilse Lenz 

研究  1994/10/31 文 の  径子 

ｼﾝ ｼﾞ  1994/11/2 学 教育研究 ジェ ・大学 お 女 学 女 学研究 ン

ーの  
  

研究  1995/1/27 How to combine Parenthood and Work? Policies on Gender in Sweden  Rita Liljestrum 

研究  1995/2/21 Current Trends in Women's Studies in India: Gender,Development and 
Empowerment/ 

Malavika Karlekar  

研究  1995/3/1 Women, Education, and Development in Bangladesh Saleha Begum 

1995 

(H7) 

研究  1995/4/13 日 の女 の  大 子 

研究  1995/5/12 女 の 学 Ursula Richter 

研究  1995/6/16 女  Elic Plutzer 

研究  1995/7/3 子 ジェンダー Joan Hideko Fujimura 

研究  1995/9/18 の ェ 理 の  Frances Olsen 

研究  1995/10/13 義 ェ の  玉  Prindle 

研究  1995/11/24 ジー ェ  一 

ｼﾝ ｼﾞ  1995/12/2 年子 ン ン ー ー ・ ンジ ン・ジ

 
Hélène Langevin-Joliot 

研究  1995/12/19 The place of women in Egyptian Society Samia Khedr Saleh 

研究  1996/2/14 ー お Management WID の  恵理香 

研究 /ｼﾝ

 
1996/3/19 日 の学 研究 ジェンダー お  
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【資料】 ン ー  

（平 年 月 日 ）

（ ）

 の 立大学 人お茶の水女子大学 ー 女 ーダー育 研究 の

基 立大学 人お茶の水女子大学ジェンダー研究所（ 研究所 ） 関

（ ）

 研究所 ー 女 ーダー育 研究 研究所 ジェンダー 関

研究 ジェンダー研究 の育 資

（研究 ）

 研究所 の 研究

 ジェンダー 関 研究

 ジェンダー研究 関 教育研修

 ジェンダー研究 関 文 ・資料の お 理

 ジェンダー研究 関 の

 の の

（ ）

 研究所

 研究所

 教

 研究

 の 学

 研究所

 研究所

 特 教授

 特任教

 研究

 研究

（研究所 ）

 研究所 女 学 基幹研究院人文科学系 人間科学系 科学系

の系 系 教授の 学 任

 研究所 研究所の 理

 研究所 の任 年 任

 研究所 任 申 の 任の の任 任 の 任 間

研究所

 研究所 系 の 研究所 名

 研究所 研究所 理

 研究所 の任 年 任

 研究所 任 申 の 任の の任 任 の 任 間
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（研究 ）

 研究 研究

 研究 基幹研究院 所 教 の 学 任

 研究 の任 年 の 研究 日の 年 の 年 の 日

年 の 日 任

（ 研究 ）

 研究 研究

 研究 学専任の教 の 学

 研究 の任 年 の 日の 年 年

任

（研究 ）

 研究 研究

 研究 学専任の教 の 研究所

 研究 の任 年 の 日の 年 年

任

（ ）

 研究所 研究所の 研究 関 ジェンダー研究所

（ ）

 

 研究所

 研究所

 教

 研究 の ー 女 ーダー育 研究 研究

名

 の 研究

 の 研究所

 の の の

 研究所 の の

 関

（ ）

 研究所の

（ ）

 の のの 研究所 関

 

 の 平 年 月 日

 立大学 人お茶の水女子大学ジェンダー研究 ン ー

 

の 和 年 月 日
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【資料】  

（平 年 月 日 ） 

（ ）

 の 立大学 人お茶の水女子大学 （ ）

の 基 立大学 人お茶の水女子大学（ 学 ）の ー 女 ーダー育

研究 研究所 お 特 教授 関

（ 義）

 の お 特 教授 名 研究 研究

ー 野 学の教育研究活 の一 の 活 学 の

教

（ ）

 特 教授の 教 人 の 経 学 基幹研究

院 の

 の 学 の 人 の 経 学 の

 の 立大学 人お茶の水女子大学教 基 の

（ 年・ 間）

 特 教授の 年 年 日 お の 月 日（ 年

日 ） の 学 特 の

 の 学 年 の 間

（ ）

 特 教授の 立大学 人お茶の水女子大学 の 基

年 教 の 関 （ 年 教 の 関 ）

の 基 教 関 の

 特 教授の

（ 任 ）

 特 教授 任 の の の の

月 一 の の 学

の

（ ）

 特 教授の 関 の の の

 特 教授の 関 の の 立大学 人お茶の水女子大学

の

（ ）

 の のの 特 教授 関

 

 の 平 年 月 日

 の の 特 教授 の 基 の

 （平 年 月 日）

の 平 年 月 日

 （平 年 月 日）

の 平 年 月 日
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【資料】 ン ー  

《 》 

ジェンダー研究 （ ） 学 ・ ジェンダー 関 の研究 ー

ジェンダー研究の

特 ・ 文・

特 の 関 の の の

のジェンダー研究 ー の 文

文 ・学 公 経 の 学 文の

の

のジェンダー 関 の研究 の お の

加

の ・学 のジェンダー 関 研究の ー 研

究 の 立大学 人 女 の の

《 》 

 文 女 学・ジェンダー研究 関 学 研究 の

 学 女 学・ジェンダー 関 研究 原 修

 文 の 文 お の

 文 お 原 日 日 の

関 お

 文  

・日 の 文 ・ ・ 文

・ の 文 ・ ・ 文 ー

・ お ージ

・ の ージ 原 お

・ の の 任 お お

の お 理

 文の 文・ ・ 文 の

文 （ ） 名・所 日

（ の の ）

日

ー ェ 済の の

ー ー 日 ・ の の

お 特 （ 科研 ）
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 文 ジェンダー研究所 ェ の の の ー

ー

  日 ー

   

  ー

    

 文 の の ー の の ー

の

 の文 の 原 の 任 お

の の 関

 文 文 文 ジェンダー研究 の

文 Journal of Gender Studies

 文の の の ・

の 原 学 文 の水

の

 の 文の修

文 修 修 ー

 原

 文 申

 原 料の 料の ・ ・

 文の お茶の水女子大学ジェンダー研究所 の

の

年 月 日

年 月 日

ジェンダー研究
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【資料】⑩ ン ー  バ ー ー 

立大学 人お茶の水女子大学ジェンダー研究所（ 研究所） ェ 研究所の ン

ン 加申 の 人 （ 名 特 の 人 の） ェ ージ

人 ン お 資料 の の

研究所の ン

人 の 理 ェ

の 任 研究所所

研究所 ー・ ー ェ お

 

の ー・ ー 年 月 日
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